
司会進行：実行委員 志村 

ご歓談中ですがお耳を貸していただける方だけで結構です。 

二人の共通点、JEEFの理事をしています。まずはお二人が現

在している仕事について教えてください。 

横山）中年二人でご迷惑かと思いますが…(笑) 本職の話を

始めます。こういう話はいつももっとお年寄りの人がやって

いたんですが、いつの間にかそういう年になってしまった。

自然観察指導員養成、保護活動をしていた。現在は研究や保

護提言と経営を半分づつ。 

安西）管理職はやめたので、今は柳生博の世話係です。 

志村）お二人はいつ、どんなところで出会ったんですか？お

互いの第一印象は？ 

安西）ウトナイ湖サンクチュアリで民間初のレンジャーをや

った。30年前に東京支部で探鳥会をやっていた先輩たちに反

旗を翻した。支部活動は探鳥会が主ですが、当時東京支部は

伊豆沼など都外の有名探鳥地で珍鳥探しばかりしていた。そ

んなことでは自然保護にならない、地域で鳥を見よう！地元

の公園めぐりから始めよう！と行動し、猛反発。そんな中、

当時高校生だった横山さんが助けてくれた。 

横山）正確には32年前、私は16才だった。近くに馬事公苑

があって東京支部の探鳥会があると誘われ、安西さんを見る

ために行った。安西さんは今とほとんど変わってない。 

志村）お互いの活動や団体を見てうらやましい点はあります

か？ 

横山）野鳥の会の人は鳥が好き。それが全員の共通点。自然

保護協会は、昆虫、植物、ほ乳類、…いろいろ…鳥だけでま

とまるのがうらやましい。 

安西）政治・宗教も多様。鳥でまとまれるのは嬉しいと思っ

ている。管理職はもうやめました。24才でレンジャーになっ

てしまい、サラリーマン経験は 2年だけ。事務仕事ができな

い。管理職の時は他の人がやってくれていたけど… 横山さ

んは事務職員もやって役員もやっている。兼任はすばらしい。 

横山）うちもよくない。思い出した。安西さんのしゃべり方

も昔とまったく同じ。 

安西）探鳥会リーダー養成で話し方も教えたりしているが、

自分は早口でよくないんだけど。(笑) 話術は技術じゃない。

心で通したい。 

志村）スタッフからの質問なんですが、身近な人に環境教育

を伝えるのって実は難しい。お二人はどう伝えてますか？ 

安西）分科会で売れちゃった自著に書いてますが…(笑) 

僕はペンギンの頭の掻き方を調べた人です。掻き方には直接

と間接の二種類があって、高野伸二さんに教わった。イギリ

スには鳥の頭掻きの本があった。その本の中で掻き方がわか

っていない種類はペンギンだけだった。その話を観察会の子

どもたちに土曜日に話したら、その子たちは日曜日に動物園

で観察してきて間接だったという。本当かどうか調べたいと

思ってペンギンのビデオを奥さんに撮ってもらって調べた。

そういうことです。 

横山）うちは男の子三人と奥さん、わりと家族で遊びます。

今は子どもたちが大きくなってしまったので機会がなくなり

ましたが、子どもたちを連れて現場に行くこともよくやって

いました。 

志村）当時 NGOなんてよく知られてないところに就職するこ

とについてご両親はどうでした？ 

横山）そんなところに就職するなんて！と当然言われたし、

教員してたこともあったので親戚からも総スカン。訳わかん

ないところに何で行くんだ？と。教員やって「教えてるどこ

じゃない、自然を守らないと！」と思って転職した。給料は

半分になったけど、協会のお金で日本全国に行けるのはおも

しろかった。 

安西）子どもで思い出した。うちの子どもは 5才なんだけど

月が雲に隠れるところを見て、「月が雲にたべられちゃう！」

うちの子すごい！と思いました。親ばかです。 

志村）観察会などで、同じ人が、ある時は自然観察指導員、

あるときは野鳥の会、ほんとはどっちにしたら…？ 

横山）どっちでもいいんじゃない？仲悪くないですよ。もし、

困ったことがあったら、どっちにでもすぐ電話してください。 

重なってる仕事の中で情報交換はしている。誰でも連絡して

くれれば最適な対処はしている。 

安西)そのとおりです！ところで僕はいろいろ趣味があるけ

ど、横山さんの個人的な趣味って何？ 

横山）自然保護。(笑) 一回言ってみたかった！ 

志村）音楽は尾崎豊が好きなんですよ。(笑) 

やりづらいことは？ 

横山）ないですよ。 

安西）歳近いし。 

横山）近くないですよ。志村の方がずっと近い。 

参加者からの質問 

Q)その後親戚の人とは？ 

横山）その後何もない。子どもを育てたことで無罪放免かな？ 

Q)学生に一言お願いします 

横山）こういう機会に出てくることも大事。社会人になると

お金はあっても時間がない。時間をかけないとできないこと

をやってください。自分は土方をやっていた。学生時代から

協会のボランティアをしていて、よく調査に連れて行っても

らった。海外の調査は連れて行ってもらえなかったので、そ

ういうとき土方をやっていた。お金もよかったけど、働くと

いうことを学ばせてもらった。あるときだけ呼ばれる超腕利

きの人がいた。そういう仕事の仕方があるんだなと思った。

協会でそういう仕事をしたい。 

安西）僕も学生時代からボラをしていた。先輩たちが「おま

えは時間を使え、俺たちが金は出してやる。」と言ってくれ

た。そういうボランティアで北海道にも沖縄も行った。今だ

からやれること行けることをどんどんやってほしい。 

志村）安西さんは今夜お帰りですのでこれまでのコメントを。 

安西）朝もたくさん参加してくれてありがとう。昼の分科会

も役者揃いで自分も勉強になった。みなさんも今後につなげ

ていただければ。 

横山）私も最後までいられません。明日は国交省との協議が

ある。朝までは楽しくやりたい。新幹線で戦闘モードに切り

替えます。 
(レポート：Green-net ふじさか えり) 
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